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運動・スポーツの大切さを科学的に解説

フェアプレイ　価値を守ろう　スポーツの

アンチ・ドーピング＝スポーツの価値を守る

　ドーピングとは、禁止されている薬を試合で勝
つために使うことや、そのことを隠そうとするこ
とで、世界共通のルールにより禁止されています。
　ドーピングは、右の3つの理由により禁止され
ています。
　そして、ドーピングは、社会的信用を失い、深
刻な健康被害を引き起こすだけでなく、皆さんが
共有しているスポーツの価値を失うことになって
しまいます。
　そこで、世界はもちろん日本でも、アンチ・ドー
ピング活動が行われています。アンチ・ドーピン
グ活動とは、ドーピングによる不正を排除し、正々
堂々と試合に参加したいと考えているスポーツ選
手の権利を守り、スポーツの価値そのものを守る
ための活動です。

① フェアプレイの精神に反する
　ドーピングは全世界共通のルールで禁止されて
います。そのため、ドーピングという行為は、フェ
アプレイの精神の一つであるルールを守るという
ことに反する行為です。

② 健康を害する
　ドーピングを行うことによって、体や心に悪い
影響が出ることがあります。スポーツ選手の健康
を守るために、ドーピングは禁止されています。

③ 反社会的行為
　ドーピングは社会に大きな悪い影響を与えてし
まう反社会的行為であることから、禁止されてい
ます。

　体育における陸上運動の発表の場として、運
動会での徒競走があります。しかし、得意な子
はいいのですが、苦手な子にとっては、全校児
童や保護者に走るのが遅い姿を見られることに
なり、辛い思い出になる場合もあります。
　それでも、競争をなくしたほうが良いとは言
えません。同じくらいの力の人に挑戦するとい
うことは、自身の能力を伸ばすエネルギーとな
ります。
　陸上運動で大切にしたい楽しみ方の一つとし
て、自身の記録への挑戦があります。昨日は10
秒で走った50m走を、今日は9.9秒で走りたい
と考え、走り方を工夫して練習に臨みます。こ

ういった学習の積み重ねにより記録が伸びたら、
子供は大喜びです。
　ぜひご家庭でも、「何番だった？」ではなく、「昨
日の自分と比べてどうだった？」と声かけしてく
ださい。お子様はますます張り切って挑戦する
はずです。
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昨日の自分を越えろ！！
コラム


